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C O N T E N T S
新年のごあいさつ
第34回 山形県きのこ品評会開催
令和２年度 山形県ベストアグリ賞
優秀農家組合員のご紹介
JA山形県青年大会開催

02
04
05
06

女性部 昭和支部「手作りマスク教室」
女性部 最上支部「フラワーアレンジメント講習会」
フレッシュミズ部会「わらぼうき作り」
JA自動車共済「マモルモア」
JAおいしいもがみ ローンキャンペーン

08
08
09
10

新型コロナウイルス感染対策
ベジタブルライフ ～カラシナ～
農畜産物展示コーナー
令和３年度 職員募集のお知らせ
理事会報告／インフォメーション／戸沢営農センター感謝祭

12
13
14
14

07 11 15

ドローンスクール
 開催決定!!

お問い合わせ
受講のお申込みは 各営農センター購買課へ

日時 3月22日（月）
場所 JAおいしいもがみ本店特設会場

午前９時より

衝突回避レーダーなど、様々な補助機能が特徴

AGRAS MG-1AGRAS MG-1

１６ℓの大型薬剤タンクと、最大７ｍの散布幅が特徴

AGRAS T20AGRAS T20

二重反転ローター による 、強力なダウンウォッシュが特徴

受講のお申込みは1月26日（火）まで

YMR-08YMR-08

A
B
C
D

コース　　 内　容　　   日数　　 基本料金　　  申請料等　　  合計料金

基本教習 5日間

4日間

4日間

1日間

¥205,000

¥165,000

¥165,000

¥41,000

¥15,000

¥15,000

¥15,000

¥10,000

¥220,000

¥180,000

¥180,000

¥51,000

ヘリ認定
証所有者
マルチ認定証
所有者

DJIマルチ認定
証所有者

〈税別〉

A
B
C

コース　　 内　容　　   日数　　 基本料金　　  申請料等　　  合計料金

基本教習 5日間

2.5日間

1.5日間

¥260,000

¥120,000

¥70,000

¥15,000

¥15,000

¥15,000

¥275,000

¥135,000

¥85,000

マルチ認定証
所有者
ヘリ認定
証所有者

〈税別〉
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コース　　 内　容　　   日数　　 基本料金　　  申請料等　　  合計料金

基本教習 5日間

4日間

4日間

1日間

¥205,000

¥165,000

¥165,000

¥41,000

¥15,000

¥15,000

¥15,000

¥10,000

¥220,000

¥180,000

¥180,000

¥51,000

ヘリ認定
証所有者
マルチ認定証
所有者

DJIマルチ認定
証所有者

〈税別〉
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兼

今
年
も
よ
ろ
し
く

  

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

明
け
ま
し
て
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

初
春
を
迎
え
ま
し
て
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
に
対
し
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
気
象
変
動
の
激
し
い
年
で
あ
り
、
大
蔵
地
区
の
大
水
害
、
支
店
・

営
農
セ
ン
タ
ー
の
冠
水
と
大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

　

農
産
物
に
関
し
て
は
、
稲
作
を
観
ま
す
と
今
年
も
豊
作
で
、
作
況
指
数
１

０
２
と
喜
ば
し
い
年
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
需
要
が
伸
び
ず
、
コ
メ
余

り
現
象
が
一
段
と
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の一
方
、
園
芸
は
収
穫
量
減
で
す
が
単
価
高
と
な
り
、
主
要
５
品
目
で
３０

億
円
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
畜
産
関
係
で
は
一
時
的
に
は
価
格
が

低
迷
し
ま
し
た
が
、
現
在
は
平
年
並
み
に
戻
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
経
緯
の
中
、
早
い
も
の
で
合
併
い
た
し
ま
し
て
３
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
合
併
当
初
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
か
と
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
合
併
効
果
を
出
す
べ
き
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
農
業
も
農
村
も
大
き
く
様
変
わ
り
す
る
中
、
５
年
後
、

１０
年
後
も
あ
り
続
け
る
農
協
を
目
指
し
て
改
革
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

農
協
の
大
き
な
目
標
「
創
造
的
自
己
改
革
の
実
践
」
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
「
農

業
所
得
の
増
大
」、「
農
業
生
産
の
拡
大
」、
合
わ
せ
て
「
地
域
の
活
性
化
」
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

後
継
者
不
足
、
高
齢
化
の
加
速
度
的
に
進
む
中
、
農
業
・
農
村
に
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
、
圧
し
掛
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
温
故
知
新
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ

う
に
、
も
う
一
度
原
点
を
顧
み
て
、
こ
れ
か
ら
行
く
末
を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

農
村
の
相
互
扶
助
精
神
を
も
う
一
度
見
直
す
時
期
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
良
さ
を
理
解
で
き
る
若
者
を
多
く
育
て
、「
ふ
る
さ
と
、
も

が
み
」
を
守
り
、
住
み
た
く
な
る
、
住
ん
で
良
か
っ
た
地
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
協
同
の
精
神
を
さ
ら
に
発
展
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
安
全
安
心
な
生
活
を
得
る
た
め
に
、
生
活
の
保
障
が

担
保
で
き
る
か
も
そ
の
ひ
と
つ
で
す
。
さ
ら
に
は
所
得
の
増
大
の
観
点
か
ら
、

よ
り
一
層
複
合
経
営
を
推
進
し
経
営
安
定
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

組
合
員
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
農
業
形
態
を
確
認
し
、
無
理
の
な
い
形
態
で
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
が
産
業
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
間
ご
健
勝
で
幸
多
い
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

書
面
に
て
失
礼
い
た
し
ま
す
。

不
易
流
行
に
続
く
農
業
改
革

代表理事組合長

安  食 　賢  一
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第
34
回
山
形
県
き
の
こ
品
評
会
開
催

令
和
２
年
度

吉村知事より賞状が授与される吉村知事より賞状が授与される

山形県庁で
受賞者の記念撮影
山形県庁で
受賞者の記念撮影

最上総合支庁産業経済部長と
記念撮影
最上総合支庁産業経済部長と
記念撮影

令
和
２
年
度  

山
形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
受
賞

　
地
域
の
環
境
を
活
か
し
、
優
れ

た
経
営
等
を
実
践
し
て
い
る
先
駆

的
な
農
業
者
を
表
彰
す
る
「
山

形
県
ベ
ス
ト
ア
グ
リ
賞
」
授
与
式

が
12
月
11
日
に
県
庁
に
て
行
わ

れ
、
南
部
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の

株
式
会
社 

ム
ラ
サ
キ
農
産
（
代
表 

八
鍬 

良
則 

氏
）
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　
同
社
は
、
ね
ぎ
栽
培
に
お
い
て

県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
面
積

を
有
し
、
高
い
栽
培
技
術
か
ら
生

ま
れ
る
高
品
質
な
ね
ぎ
は
市
場
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
最
上
地
域
の
「
若
手

ね
ぎ
研
究
会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
、
栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
支
援
す
る
ほ
か
、「
最
上
広

域
野
菜
振
興
協
議
会
ね
ぎ
部
会
」

の
会
長
と
し
て
、
最
上
地
域
全
体

の
ね
ぎ
生
産
を
け
ん
引
し
、
産
地

株
式
会
社 

ム
ラ
サ
キ
農
産 

振
興
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
6
次
産
業
化
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
農
産
物
加
工
施
設
を
導

入
し
ト
マ
ト
の一次
加
工
品
を

町
内
の
給
食
に
提
供
し
て
い

る
ほ
か
、
ラ
ズ
ベ
リ
ー
等
を

ジ
ャ
ム
や
リ
ー
フ
テ
ィ
と
し
て

加
工
・
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
き
の
こ
の
栽
培
技
術
を
競

う
山
形
県
き
の
こ
品
評
会
が

11
月
26
日
、
最
上
広
域
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
り
あ
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
各
地
か
ら
多
数
の
出

品
が
あ
り
、
形
や
色
つ
や
な

ど
が
審
査
さ
れ
当
J
A
の
生

産
者
か
ら
は
最
優
秀
賞
2

点
、
優
秀
賞
3
点
、
優
良

賞
4
点
が
選
ば
れ
、
27
日
に

同
会
場
に
て
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

最上町

鮭川村

鮭川村

鮭川村

鮭川村

大蔵村

新庄市

大蔵村

大蔵村

最優秀賞

優秀賞

優良賞

農林水産大臣賞

山形県知事賞

丸果庄内青果株式会社社長賞

株式会社庄果社長賞

山形県山菜・きのこ振興会会長賞

庄司　慎吾

井上　勝敏

荒木　正人

早坂　春好

高橋　真哉

柿崎　久好

信夫　　聡

加藤　正弘

海藤　敏文

生しいたけ（菌床）

なめこ（ビン）

生しいたけ（菌床）

エリンギ

えのきたけ（びん）

生しいたけ（菌床）

生しいたけ（菌床）

生しいたけ（菌床）

生しいたけ（菌床）

市町村褒章名区分 氏名部門
（敬称略）

全国農業協同組合連合会山形県本部
運営委員会会長賞



昨年よりドローンを使用昨年よりドローンを使用

JA山形県青年大会開催

大蔵支部 令和2年度 組織活動発表で優秀賞受賞

昭和支部

【作品の内容】   ～新庄市は織姫『ベガ』が真上を通る街～
七夕の織姫彦星は結婚してからは働かず離れ離れにされ真面目に働くなら年に一度、7月7
日に巡り合える。昭和地区も織姫、彦星の様に自分達も一生懸命に働いて、収穫の喜びを味
わい、恋も作物も実りのある地域にしたいと今回の題材で看板作成をしたとの事でした。

優
秀
農
家
組
合
員
の
ご
紹
介

0607

よ
り
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
す
る
な
ど
作
業

労
力
の
負
担
を
大
幅
に
減
ら
す
低
コ
ス

ト
化
に
挑
ん
で
お
り
、
村
内
で
最
先
端

の
農
業
経
営
を
実
践
し
て
お
り
ま
す
。

　「
ド
ロ
ー
ン
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ

り
、
家
族
の
作
業
時
間
が
大
幅
に
軽

減
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
情
報
通
信

技
術
を
活
用
し
た
自
動
運
転
農
業
機

械
な
ど
に
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で

す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大型コンバインを導入大型コンバインを導入

　
大
川
農
場
は
戸
沢
村
津
谷
地
区
で
水

稲
25
㌶
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
2
棟
、
ネ
ギ
60

㌃
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度

よ
り
法
人
化
し
て
株
式
会
社 

大
川
農
場

を
設
立
し
、
繁
忙
期
に
は
パ
ー
ト
従
業

員
を
雇
用
す
る
な
ど
地
域
の
生
産
者
の

模
範
で
も
あ
り
ま
す
。
組
織
の
代
表
を

務
め
る
大
川 

信
介
氏
は
農
林
大
学
校
を

卒
業
し
て
以
来
、
代
々
家
業
で
あ
る
農

業
を
継
い
で
20
年
目
に
な
り
ま
す
。
水

稲
分
野
に
お
い
て
は
密
苗
や
、
今
年
度

昨
年
よ
り
経
営
を
法
人
化

　「
こ
の
よ
う
な
賞
を
受
け
、
大
変
驚

い
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
稲
作
栽
培
は
機
械
の
大
型
化

や
自
動
化
な
ど
で
技
術
の
進
歩
は
大
変

早
い
で
す
が
、
栽
培
の
基
本
は
圃
場
に

毎
日
行
っ
て
、
稲
の
成
長
を
自
分
の
目

で
見
て
確
か
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

私
は
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、
農
業
で
家
族

を
支
え
て
き
た
父
の
背
中
を
み
て
こ
の

道
を
志
し
ま
し
た
が
、
今
度
は
自
分
の

背
中
を
子
ど
も
た
ち
に
見
せ
て
い
き
た

い
で
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

父
の
背
中
の
よ
う
に

第28回手作り看板コンクールで優良賞受賞

　12月28日、山形県農業協同組合青年組織協議会が主催する
「JA山形県青年大会」が協同の杜（山形市）で開催され、「青年
の主張発表」では最上地区を代表して出場した大蔵支部の伊
藤貴之さんが最優秀賞に輝きました。伊藤さんは1月に開催され
る東北・北海道地区大会へ県代表として選出されます。

協同の杜での大会の様子協同の杜での大会の様子

最優秀賞を受賞した伊藤貴之さん最優秀賞を受賞した伊藤貴之さん

今回制作
した看板

優秀賞を
受賞

同日行われた、看板コンクールでは応募総数40作品の中から、
昭和支部が昨年に引き続き優良賞を受賞しました。

フレコンバックスケールを導入フレコンバックスケールを導入

6
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
、
第
三
回
通
常
総
代
会
時
に
表
彰
さ
れ
た
、

1
法
人
・
5
個
人
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
は
戸
沢
営
農
セ
ン
タ
ー
管
内
の

     

株
式
会
社 

大
川
農
場 

代
表 

大
川 

信
介 

さ
ん
で
す
。



JAおいしいもがみ女性部  フレッシュミズ部会
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　12月25日、最上支部では「フラワーアレンジメント講習会」を開催しました。
普段なら年末年始は帰省する家族でにぎやかに過ごしますが、今年は新型
コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、県外で暮らす家族や親戚の足も
遠のき、少し寂しい年越しになりました。こんな中でもお花を飾り、少しで
もお正月らしくしようと思いました。色彩豊かな綺麗なお花と一緒に、良い
新年が迎えられますように。

JAおいしいもがみ女性部  最上支部
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女　性　部　活　動　報　告

　11月27日、昭和支部では「手作りマスク教室」を開催しました。講師を務
めたのは部員の横戸和香さん。マスクは肌に長時間身に着けるものなので、
裏生地は優しい素材を使用、色や形は思い思いにアレンジして、個性際立つ
一品を作成しました。参加者は和気あいあいと楽しい時間を過ごしました！

JAおいしいもがみ女性部  昭和支部

手作り
マスク教室

講師の高橋伸一さん講師の高橋伸一さん 15名が教室に参加15名が教室に参加

完成した「わらほうき」完成した「わらほうき」

　12月19日、舟形町中央公民館でフレッシュミズ部会15名が昔懐かしい「わら
ぼうき作り」に挑戦しました。
　講師は、真室川町でわら細工などの工房を営む「手仕事と食べ物・工房スト
ロー」の高橋伸一さん。高橋さんは、わら細工の素晴らしさや楽しさ、古き
良き地域ならではの「宝」を多方面に情報発信しその継承と発展を目指し日々
活動されており、若い人たちにも知ってもらいたいという思いから、わらを使っ
た工芸品を広める活動をしております。
　「わら」を使った地元の伝統工芸についてのお話しなども交えなが
ら丁寧に教えていただきました。参加者はわら細工のすばらしさや楽
しさを体験し、親子で参加した方は仲良く協力しながら作ったりして、
とてもにぎやかな教室になりました。

わらぼうき
作り

手芸教室

材料となる「わら」材料となる「わら」

親子で参加して楽しい時間となりました親子で参加して楽しい時間となりました

フラワー
アレンジメント
講習会
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各支店までお問い合わせ下さい。
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令和2年12月21日改訂



　JAおいしいもがみ本店の正面玄関に、管内で出荷される主要農畜産物の商品サンプルを展示しており
ます。ぜひ、お立ち寄りください！

農畜産物展示コーナー
JAおいしいもがみJAおいしいもがみ

令和3年1月21日（木）まで【応募書類必着】

若干名

(1)令和３年３月31日まで高等学校、専修学校、短大、大学卒業見込みの方
(2)高校卒業以上で年齢が概ね３５歳以内の方
(3)通勤可能な方

応募資格

募集人員

受付期限

応募書類

書類提出先

(1)自筆による受験願書兼履歴書
(2)学業成績証明書（卒業見込み者のみ）
(3)卒業見込証明書または卒業証書（写し）
(4)写真1枚（履歴書に添付して下さい。最近３カ月
　以内に写した上半身パスポートサイズ）
(5)各種免許、資格を有する方は、その証明書の写し

〒996-0053  山形県新庄市大字福田字福田山711番地73
　　　　　　　もがみ中央農業協同組合　企画管理部人事教育課　宛

第
九
回
理
事
会
は
12
月
25
日
（
金
）

午
前
10
時
よ
り
本
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
　
議
　
事
　
項

理
事
会
報
告

　
以
上
の
事
項
を
可
決
承
認
い
た
し
ま
し
た
。

第
１
号
議
案　

令
和
２
年
度
上
期
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

第
２
号
議
案　

み
の
り
監
査
法
人
に
よ
る
令
和
２
年
度
期
中

　
　
　
　
　
　

監
査
Ⅱ
の
結
果
に
つ
い
て

第
３
号
議
案　

飼
料
用
籾
米
膨
軟
化（
Ｓ
Ｇ
Ｓ
）加
工
料
等
の

　
　
　
　
　
　

設
定
に
つ
い
て（
案
）

第
４
号
議
案　

令
和
元
年
産
米
の
追
加
精
算
に
つ
い
て（
案
）

第
５
号
議
案　

令
和
２
年
度
購
買
利
用
奨
励
金
の

　
　
　
　
　
　

実
施
に
つ
い
て（
案
）

第
６
号
議
案　

２
０
２
０
年
度
９
月
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て（
案
）

第
７
号
議
案　
「
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
定
」及
び「
介
護
休
業

　
　
　
　
　
　

等
に
関
す
る
規
定
」の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
案
）

第
８
号
議
案　

職
務
権
限（
貸
出
審
査
専
決
権
限
）の

　
　
　
　
　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て（
案
）

第
９
号
議
案　

大
口
貸
付
に
関
す
る
件（
案
）

1415

最上子牛市場

第 10 回理事会（本店）

6日（水）

26日（火）

1月の行事予定

　12月15日、戸沢支店・戸沢営農
センター敷地内に新設された「多
目的倉庫」の落成を記念し、地域感
謝祭が開催されました。会場では
地元産「戸澤豚一番育ち」（山形戸
沢ファーム）の直売や新鮮果物・野
菜の販売、除雪機の展示などが行
われ多くの方がご来場しました。

地域感謝祭を開催  戸沢営農センター

ハローワークの紹介状
が必要になります。
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